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を
占
め
る
こ
と
か
ら
も
、舞
鶴
市
の
魅
力
の

多
く
が
大
浦
・
加
佐
地
域
で
生
み
出
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

し
か
し
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
取
り

巻
く
環
境
は
少
子
高
齢
化
、人
口
減
少
な
ど

大
き
く
変
化
し
て
お
り
、多
く
の
地
域
課
題

が
生
じ
て
い
ま
す
。

特
に
こ
の
両
地
域
で
は
、人
口
減
少
に
よ

る
自
治
会
や
伝
統
行
事
存
続
の
危
機
、有
害

鳥
獣
や
度
重
な
る
自
然
災
害
に
よ
る
農
業
離

れ
、農
水
産
業
の
担
い
手
不
足
が
生
じ
て
い

ま
す
。

そ
ん
な
中
、地
域
の
自
治
協
議
会
で
は
、移

住
・
定
住
促
進
や
高
齢
者
の
暮
ら
し
の
支
援
、

産
業
の
振
興
な
ど
、持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
に
向
け
て
住
民
自
ら
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、令
和
4
年
度
か
ら
両
地
域
に
専

属
の
職
員
を
配
置
し
て「
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
」を
開
設
、地
域
の
取
り
組
み
を
応
援

し
課
題
解
決
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

持
続
可
能
な
地
域
を
目
指
し
て
、
住
民
、

行
政
、関
係
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
役

割
分
担
し
、連
携
協
力
し
て
解
決
で
き
る
仕

組
み
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、地
域
づ
く
り
は
人
づ
く
り
で
あ

る
こ
と
を
重
視
し
、地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
と
位
置
付
け
、住
民
一
人
ひ
と
り
が

輝
き
、地
域
で
活
躍
で
き
る
よ
う
施
策
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。
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No.100

市の人口（※1） 農家数（戸）（※1） 漁協正組合員数（※2）

大
浦
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

加
佐
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

開
設

総数
714 戸

大浦 1,873人
（2.3㌫）

加佐 3,456人
（4.3㌫）

※販売農家のみ

その他
75,628人
（93.4㌫）

総数
267 人

全体
80,954人

大浦
168戸

（23.5㌫）

加佐
305戸

（42.7㌫）

その他
241戸

（33.8㌫）

大
浦
・
加
佐
が
生
み
出
す　

魅
力
は
、舞
鶴
の
魅
力

大
浦
・
加
佐
地
域
は
、豊
か
な
農
地
、

良
好
な
漁
場
、発
掘
さ
れ
た
縄
文
時
代

の
石
器
や
丸
木
舟
に
象
徴
さ
れ
る
連
綿

と
続
く
深
い
歴
史
と
文
化
な
ど
、人
々

が
心
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

美
し
い
自
然
と
穏
や
か
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
地
域
で
す
。

ま
た
、万
願
寺
甘
と
う
や
舞
鶴
産
の

お
茶
、多
様
な
魚
介
類
な
ど
、生
み
出
さ

れ
る
農
水
産
物
は
舞
鶴
の
食
の
魅
力
そ

の
も
の
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
本
市
全
体
の
人
口
の
う
ち
、大

浦
・
加
佐
地
域
が
占
め
る
人
口
は
６
・

６
㌫
ほ
ど
で
す
が
、農
家
数
は
市
内
の

約
66
㌫
、漁
協
正
組
合
員
数
は
約
59
㌫

シリーズ・市政の今 No.100

第
７
次
舞
鶴
市
総
合
計
画
に
基
づ

き
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
や
市

の
取
り
組
む
施
策
・
事
業
を
お
伝

え
す
る
「
市
政
の
今
」。
今
回
は
4

月
か
ら
新
た
に
開
設
し
た
「
地
域

活
性
化
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
お

伝
え
し
ま
す
。

ＳＤＧｓ未来都市

①竜宮浜海水浴場②志高での
茶摘み③田井の定置網漁④万
願寺甘とうの出荷作業⑤成生
漁港⑥上漆原の稲田⑦下東で
のジャガイモ収穫体験

移
住
定
住
促
進
事
業

住
民
自
治
支
援
事
業

空
き
家
の
活
用
や
移
住
希
望
者

の
伴
走
支
援
、
移
住
後
の
フ
ォ

ロ
ー
、
Ｕ
タ
ー
ン
の
促
進
な
ど

を
地
域
と
連
携
し
て
進
め
ま
す
。

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
知
恵
を
出
し

合
い
、
持
続
可
能
な
地
域
を
目

指
し
ま
す
。

公
民
館
事
業

農
漁
村
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
事
業

各
世
代
が
つ
な
が
り
学
べ
る

講
座
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、

地
域
住
民
の
自
己
実
現
と
交

流
の
場
を
つ
く
り
ま
す
。

地
域
の
環
境
や
資
源
を
生
か

し
、
農
水
産
物
の
６
次
産
業
化

や
観
光
振
興
、
新
し
い
な
り
わ

い
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

地域活性化センターの事業

現在、大浦夢プロジェクトを立ち上げ、住んで良かったと思える 10 年
後の大浦地域の創造に向けて活動しています。大浦地域全員に取った
アンケートを基に地域課題を抽出し、課題解決を目指していて、形に
なったものもありますが、まだまだ道半ばです。今
回、センターができたことは私たちにとって大変心
強く、これまで検討していた案も実現しやすくなる
と思っています。地域が主体となりながら、センター
と連携して今後も大浦を盛り上げていきます。
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米田 利平さん大浦振興協議会  会長

今はコロナもあり、イベントなどができていませんが、今後由良川
を使ったイベントや各地域の祭りなどを復活させ、地域を盛り上げ
たいと考えています。加佐で育った人が加佐に住み続ける、また、
出たとしても帰ってきたいと思えるような地域に
したいと思っているので、センターと協力して一
つ一つ着実に取り組んでいきたいです。センター
には地域に密着して、親しみやすい、住民が気軽
に立ち寄れるような体制・雰囲気を期待します。

奥野 忠平さん21 加佐活性化協議会  会長
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出典：※1 令和2年版 舞鶴市統計書　
　　　※2 京都府漁協調べ（令和3年1月1日時点）※４つの事業のほか住民票発行などの行政窓口業務を実施。また、センターと本庁をオンラインで結び、農林水産関係の補助申請相談ができるサテライト窓口を設置予定

その他
109人

（40.8㌫）

加佐 2人
（0.8㌫）

大浦
156人

（58.4㌫）

人
が
つ
な
が
り
、　　
　
　
　
　
　

一
人
ひ
と
り
が
輝
く
地
域
へ


